
　
　
百
本
の
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
あ
り
が
と
う
と
言
い
た

　
い
」
－
ｔ
毎
日
新
聞
の
読
者
の
寄
金
を
も
と
に
ネ
パ
ー
ル

。
・
ブ
ト
ワ
ル
市
郊
外
に
計
日
中
の
子
ど
も
病
院
。
そ
の
予

　
定
地
の
測
量
が
今
週
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
り
、
ス
ル
ヤ

　
・
プ
ラ
サ
ド
シ
デ
ダ
ン
市
長
が
本
紙
に
感
謝
の
メ
ッ
セ

　
ー
ジ
を
寄
せ
、
睨
院
建
設
に
伴
う
都
市
整
備
の
夢
も
語
っ

た
。
早
け
れ
ば
来
春
に
も
着
工
で
き
る
と
い
い
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
、
本
部
・
岡
山
市
）
と
協

力
し
て
読
者
と
ネ
パ
ー
ル
を
結
ん
だ
今
回
の
「
顔
の
見
え

る
援
助
」
に
、
現
地
の
日
本
大
使
館
も
「
こ
れ
ま
で
に
な

い
画
期
的
な
試
み
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
市
長
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
次
の
通
り
。
【
藤
原
健
、
写
真
も
】
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と
確
信
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
病
院
は
1
0
万
人
の
ブ
ト
ワ

ル
市
民
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

大
き
な
病
院
が
な
吻
ネ
パ
ー
ル

西
部
の
住
民
の
た
め
に
も
役
立
。

つ
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　
－
Ｉ
病
院
が
で
さ
れ
ば
、
市

も
活
性
化
し
ま
す
ね
。

　
市
長
こ
れ
ま
で
も
世
界
銀

行
の
資
金
で
下
水
道
・
飲
料
水

　
　
　
◆
市
長
か
ら
の
感
謝
状
◆

　
友
好
国
・
日
本
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
資
金
を
心
か

ら
歓
迎
し
ま
す
。
こ
の
市
に
つ
く
る
子
ど
も
病
院
に
、
皆
さ

ん
の
支
援
を
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
病

院
建
設
に
は
、
私
も
努
力
し
ま
す
。
感
謝
を
込
め
て
。

　
　
　
　
ブ
ト
ワ
ル
市
長
、
ス
ル
ヤ
・
プ
ラ
サ
ド
・
プ
ラ
ダ
ン

毎年、アジア、アフリカなどに特派員ドこいるネパールに蓮見新也、懸尾公治∩読者の皆さんの善意が’「病院建設」･と
を派遣しキャンペーンを展開、ユニセ１両記者を派遣。「明日を生きたい　ヒ｜いう目に見え両形で実っていくこと
フなどへ11億円以上の救援金を贈ってドマラヤのふもとから」のキャンペーン：に、担当の記者らは、これまでと違っ
います。18年目の今年は、「貧困撲滅　を展開してきました。今回は、ＡＭＤ　た喜び、充実感を味わっているようで
の国際年」。国連（忿）銀貨国に認定されＩＡ（アジア医師連絡協議会）と協力、１す。【新社会面編集長・中島　耕治】

- 一 一 一 一

１た救援金が相次ぎました。世界の難民
レの深刻さを紙面で伝え、救援金を募る

ｉ「飢餓・貧困・難民救済キャンペーン」
りこ毎日新聞社と毎日新聞社会事業団が

ｉ本格的に取り組んだのは1979年から。
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